
｢動的脳観｣

左 右 大脳半 球 と連 合離 断症状

一脳 梁性 の失読 と朱書 を中心 に一

福沢 一書 (東 京都老 人総 合研 )

1. 神 経心 理 学 の手 法

神経 心 理学 で は､ 自然発 生 的 に起 こ る神径 の解剖 学 的病 理 と､ 高次脳 機能

障害 の対応 付 けを考 え る｡ この場 合機 能 と して は､ 言語 ･認識 ･運 動 が挙 げ られ

るが､ 以下 で は特 に言語 機能 を扱 う｡ 脳損 傷 の結 果 と して現 れ る症 状 をそ の病巣

と関 連 付 け るため に､ 最 近 で はM R Iを用 い ることによ り脳 の溝 まで 同定 し得 る

が､ 心 理学 レベル の現 象 で は部 位 の特 定 に困難 も多 い｡

2 ･言 語 の神経心 理 学

186 1年､ 仏 の ブ ロー カは あ る言 語 障害 の症例 に出会 った｡ 患者 は､ 他

人 の言 うこ とを聞 き理 解 す る こ とは出来 るが発話 は出来 な い失 語症 で､ その損傷

部位 で あ った左半 球 の第 3前 頭 回 は ブ ロー カ野 と呼 ばれ る｡ 続 いて 1874年､

ウェル ニ ッケ は､ いわ ば逆 の障 害､ 即 ち言 わ れた こ とが理 解 出来ず 自 らも意 味 を

な さな い言 葉 を しか し流暢 に発 話す る とい う障害 を見 出 した｡ この場 合病 巣 は左

半球 第 1側 頭 回後 部 で あ った が､ そ の部位 は ウェル ニ ッケ野 とい う｡ 言語 機能 と

は､ これ らの聞 く ･話 す のはか､ 読 む ･善 くを含 めた 4 つ の機 能 で あ るが､ す べ

て左 半 球 が担 って い る (よ り正 確 に は機能 を司 る言 語野 は､ 右 利 きの人 の 9 5%

で左 大 脳 半 球 に限局 して い る)事 が､ この よ うに して次 第 に明 らか にな って い っ

た｡ 19世 紀 まで は同一 機能 だ と思 わ れて いた両半 球 に対 して､ この頃 には､ 左

半球 が 高次 機能 を担 って い るの だ とい う半 球 優位性 の概 念 も生 まれ た0

3 ･左 右大 脳 半球 の機能 差 に付 いて

脳 梁 とは､ 南 半球 をつ な ぐ2億 本 の交連繊維 か ら成 り､ 前後 70mm､ 断面

6.1cm2 の部位 で あ る｡ 繊維 は主 と して両 脳半 球 の対 称 な点 を連 絡 してお り､ 特

に次 説 以 降 で注 目す るの は､ 視 覚連 合野 を結 ぶ脳 梁膨 大 部 と体 性感 覚 連 合野 を結

ぶ脳 梁 幹 後 部 であ る｡

19 60年 代 に､ メイヤーや スペ ])- らは動 物 を用 いた脳梁 切断 の実験 を
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す る こ とで､ 半分 ず つ の個別 の機能 は生 きて い る分 離脳 を扱 った｡ そ れ以 前は､

脳損 傷 に よ る症状 とい ういわ ば欠 落 した機 能 を見 る に留 ま って いた の に対 して､

研究 の新 しい方 向 で あ った｡ 彼 らは ネ コを使 った実 験 で､ 右 (左) 視 野 は左 (右)

半球 の視 覚 野 に投 射 され る こ とを踏 ま えて､ 片 眼 で 行 わ れ た 図 形 の弁 別学 習の 他

方 の眼 へ の転 移 は､ 視 交 差 の み を切 断 して も容 易 に起 き る に もかか わ らず､ そ の

為 に は脳 梁 が つ な が って い る こ とが不 可欠 で あ る こ とを 明 らか に した｡ こ うした

脳 梁 の必 要 性 は､ 他 の感 覚 情 報 の弁 別学 習 に つ いて も同 じで あ る｡

この後 ヒ トに対 して も､ てん か ん患 者 に全脳 梁 を切 断 す る外 科 的手 術 を施

し､ そ の分 離 脳患 者 か ら､ 左 右 半球 機 能差 が 確 認 された｡ そ の為 の実験 方 法 と し

て は ヒ トの場 合､ 左 半 球 に言 語 野 が あ る こ とを利 用 す る こ とが 多 い｡ 具 体 的 に は､

(1)左 右 視 差 を利 用 す る方 法 - タキ ス トスコー プで視 覚 刺 激 を瞬 間 的 に視 野 に

提示 し､ 文 字 情報 が 左 右 間で連 絡 で きない状 況 をっ くる｡

(2)左 右 の耳 を利 用 す る方 法 - ダイ コデ ア ク リスニ ング

(3)左 右 の手 を利 用 す る方 法 - 左右 の手 に対 して別 々 に 口頭 命 令 を した り文 字 を

触 って 音 読 させ る｡

等 で あ る｡

更 に､ 出血 ･梗 塞 な どに よ り､ 脳梁 の或 る一 部 に の み離 断 が生 じた場 合 も

興味 深 く､ 次 の 2節 で部 分 的脳 梁切断 例 を見 る｡

4. 脳 梁膨 大 部 と連 合 離 断症 状 (読 む)

- ー バ ー ド大 の ゲ シュ ウ イン トは､ 脳 梁膨 大 部 に病 巣 の あ る患 者 に見 られ

る次 の よ うな症状 に注 目 した｡ 即 ち､ 左視 野 の､ (1)呼 称 障害 (タキ ス トス コー プ

で絵 を提 示 )､ (2)失読 (文 字 を読 ませ る)､ (3) 色 名 呼 称障 害 (視 覚 情報 と して

の色 は同定 可 能 で認 知 は 出来 て い るが､ そ の言 語 処 理 に障 害 が あ る)0

特 に､ 純粋 失 読 と言 わ れ る もの は読 む こ とにのみ朝 著 な障害 が現 れ､ 他 の

3つ の言 語 機 能 は健 常 者 と殆 ど同 じで あ る｡ これ は､ 脳 梁 膨 大部 と左 後 頭 葉 内側

面 の 2カ所 に病 巣 が あ る場 合 (a)に見 られ､ 情 報 処 理 経 路 を示 す 大 きな手 が か りで

あ る｡ 症 状 と して は､ ○失 読､ ○色 名 呼称 障 害､ ○物品 呼 称 障 害 (多 くは軽 度 で

あ り､ ゲ シュ ウ イ ン トは それ を､ 視 覚 以外 の情 報 が言語 野 に到 達 して い るた め と

解釈 して い る)､ ○促 通 効 果 (文字 を手 で な ぞ る と読 め る､ 即 ち､ 感 覚 記 憶 は音
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声化 で きる｡ 特 に漢 字 よ り俊 名 に見 られるの は､ 視 覚情 報 よ り も感 覚 運動 情 報が

仮名 の識別 に はよ り重要 なた めか)､ ○右 同名半 盲 (右 視 野 の み見 え ない)､ 等

で あ る｡

これ を示す 損 傷 に は(a)の他 に 2タイ プが あ り,(b)角回 直 下､ または (C)側

脳室 後 角外 側 下部 に のみ病巣 が あ る場 合 に も起 こる｡ 恐 ら くこの 2カ所 に は､ 読

み情 報 のみ が集中 して流 れて い る と考 え られ る｡

5. 脳梁 幹 後 部 と連 合離 断症 状 (書 く)

先 と同様 に､ 南半 球間 の体性 感 覚連 合野 を むすぶ脳 梁幹 後部 に損傷 が ある

場 合 に は､ 感 覚情 報 障害 が生 じる｡

同種 感覚情 報 対応 障害 で は､ ○触覚 一触覚 対 応障 害､ ○位 置覚 一位 置覚対

応障 害､ ○運 動覚 一運動 覚対 応 障害､ ○左 右 体肢 の部位 一部位 対応 障 害

また､ 半球 間異種 感 覚連 合障害 で は､ 左手 の､ ○触 覚呼 称 障害､ ○触 覚失 読､ 0

運動 覚 失読､ ○一 側 性 失 書､ ○観念 運動失行､ 及 び右手 の､ ○構成 障 害､ が ある.

6. 脳 梁幹 後部損 傷 例 と左手 の一側 性朱書

この よ うな患 者 で は運 動 機能 に問題 はない の で､ 文 字 の模写 は出来 るに も

かか わ らず､ 左手 で の書 字 に障 害 が起 こる一 側性 失 書 が生 じるo 特 に､ 漢 字或 い

は仮 名 に対 して選 択 的 な障害 が起 こ る ことが報 告 されて い る､ 2つ の症例 を比較

す る こ とは興 味深 い｡
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